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30年にわたり、臓器脂質の「量と質」に注目した脂質代謝と病態の研究を行ってきた。臓器脂
質の「量」を制御する転写因子SREBP-1による内因性脂肪酸合成を介した脂肪毒性の概念
を発生動物を用いて確立、肥満関連疾患での臓器脂質の病態形成を示してきた。一方、
SREBP-1の標的酵素Elovl6による特定の脂肪酸鎖長を介した「質的」制御により、肥満を解
消せずに肥満関連疾患を改善できる新しい治療コンセプトを提示した。この脂肪酸鎖長によ
る制御理念は心血管疾患のみならず、免疫炎症、悪性腫瘍、神経変性疾患などに拡張しつ
つある。リピドミクスから得られる膨大な脂質多様性は、生体の形態と機能の連関から、遺伝
子―タンパクを軸としたセントラルドグマとは異なる新しいパラダイムを提供する。新しい医学
「Lipid Medicine」の創生を目指している。  

担当：分子糖代謝制御　藤谷 (8855)

内分泌・代謝学共同利用・共同研究拠点セミナー  

    場所：生体調節研究所 1階 会議室
 （予約不要・直接会場にお越しください）

　 

[経歴]
昭和５９年　東京大学医学部卒業
昭和６１年　東京大学医学部第3内科入局
平成　５年　米国テキサス大学サウスウェスタンメディカルセンター分子遺伝学部留学
平成１７年　筑波大学大学院人間総合科学研究科助教授　
平成２０年　筑波大学大学院人間総合科学研究科教授
平成２２年　筑波大学院人間総合科学研究科　内分泌代謝・糖尿病内科教授
平成２７年～令和２年　AMED-CREST研究開発代表者
令和7年～　 筑波大学医学医療系内分泌代謝・糖尿病内科　客員教授　名誉教授

[受賞歴]
日本内分泌学会研究奨励賞, 日本臨床分子医学会学会賞, 日本動脈硬化学会五島雄一郎賞
International Atherosclerosis Society Jean-Charles Fruchart Prize, 日本動脈硬化学会賞
小野医学研究財団　第８回早石修記念賞など
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